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ま ほ ろ ば 秦 野 通 信 

令和８年６月２４日 

タイトル 
２年連続の県内優勝 

消防署員が「全国消防救助技術大会」出場 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 

１ 市長への報告 

６月２９日（月曜日）午前１０時半～１１時 

２ 表彰伝達式 

６月２９日（月曜日）午前１１時半～正午 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 

１ 市長への報告 

市役所本庁舎３階市長室 

２ 表彰伝達式 

市消防本部２階消防長室（所在地：秦野市曽屋７５７番地） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

消防署警備第一課消防第一担当 中嶋
なかじま

 弘樹
ひ ろ き

 消防司令補 

警備第二課大根第二担当 志村
し む ら

 真生
ま さ き

 消防士長 

警備第一課救助第一担当 小林
こばやし

 真
しん

吾
ご

 消防副士長 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

６月１７日（水曜日）に

神奈川県消防学校で開催

された「第５１回神奈川県

消防救助技術指導会」で、

「陸上の部・ほふく救出」

に出場した、本市消防本部

のチームが全３４組中１

位の成績を収め、２年連続で「全国消防救助技術大会」への出場

を果たしましたので、市長へ報告するとともに、消防長からの表

彰伝達を受けます。 

なお、同種目での連続出場は、当市では初めてです。 

【大会の目的】 

県内の消防職員が、平素鍛えた消防救助技術の成果を発表する

とともに、訓練を通じて各消防本部相互の防災連帯意識の高揚を

図ることを目的に毎年開催されています。 

【ほふく救出】 

 要救助者を含む３人１組で実施する種目です。１人が空気呼吸

器を着装して確保ロープ（命綱）を足首に結着した後、煙道（煙

が充満した環境を模した訓練施設）を検索して、要救助者を屋外

に救出し、２人が協力して要救助者を搬送するまでの一連の行動

を評価するものです。 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

競
技
中
の
様
子 
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過去の実績 

【過去の入賞実績】いずれも「陸上の部・ほふく救出」 

第５０回県消防救助技術指導会（令和７年）１位（３１組中） 

第４９回県消防救助技術指導会（令和６年）２位（３２組中） 

今後の取り組み 

８月２２日（土）に新潟県で開催される「第５４回全国消防

救助技術大会」の上位入賞を目指して、今後も訓練を継続する

とともに、後進の育成と技術の伝承に努めます。 

取

材

対

応 

撮 影 
写 真 動 画 

可 ・ 否 可 ・ 否 

インタビュー 

対応者 

よみがな  なかじま  ひろき 肩書 

氏名 中嶋 弘樹 

警備第一課消防第一担当消防司

令補 

よみがな  しむら   まさき 肩書 

氏名 志村 真生 
警備第二課大根第二担当消防士

長 

よみがな  こばやし  しんご 肩書 

氏名 小林 真吾 
警備第一課救助第一担当消防副

士長 

制限内容や 

注意事項 

取材希望の場合は、６月２６日（金）までに広報広聴課へご

連絡ください。 

問い合わせ 

（当日の担当者） 

消防管理課 消防管理担当：岡田 

電話：０４６３（８１）７９９１ 

 


